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身投 172.1:1 5.38 cm，体窓 61.2:主7.3kg).運動に
は箆転車ヱルゴメーターを用いた.はじめに急性運動
として 30ワット/分の漸埼負荷で疲労磁緩まで実擁
し，その 2--3日後から慢性的な逮動として 8遊間の
持久的トレーニングを行った.持久的トレーニングは，
75%VO;?maxの負荷の自転車運動を 1磁 1時間、遜
3.5留の頻度で行った.全ての運動の前.A急性運動の
1 8後，懲役運動後iこ筋生検をITい，外樹立;筋から筋
吃採取した.各筋サンプんより総 DNAを抽出し，PCR
法によって欠失変良を持つ mtDNAを増犠した後，
電気泳動によって検出した.
{結泉および考察}運動訴には mtDNA497は検出
されなかったが，急性運動後には 5人，髄性運動後
には 6人の筋から mtDNA4971が検出された.しかし，
それぞれの運動によって生じた mtDNA4917の畿の変
化は，本研究では明らかにならなかった.今回の被験
者らが，とれまでに検出可能な畿の欠失をともなうよ
うな運動を l度も行っていないとは考えられずー
mtDNAの欠失が減少する可能性が示唆された.
mtDNA欠失急性運動持久的トレーニング
